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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年12月26日(2019.12.26)

【公開番号】特開2019-167346(P2019-167346A)
【公開日】令和1年10月3日(2019.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2019-040
【出願番号】特願2019-87445(P2019-87445)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  45/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/60     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  38/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7105   (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/74     ＺＮＡＺ
   Ａ６１Ｋ   45/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7088   　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   38/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   47/60     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/47     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7105   　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/74     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/113    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月14日(2019.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者に細菌細胞及び腫瘍浸透剤の組み合わせ有効量を含む、被験者におけるがんを治
療するための組み合わせであって、前記腫瘍浸透剤は、ヒアルロニダーゼポリペプチドで
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あり、前記組み合わせ有効量が、前記腫瘍浸透剤が存在しないときと比較して、前記細菌
細胞による腫瘍浸透を増加させるのに効果的である、組み合わせ。
【請求項２】
　前記組み合わせ有効量が、組み合せ相乗量である、請求項１に記載の組み合わせ。
【請求項３】
　被験者に、細菌細胞及び腫瘍浸透剤の組み合わせ有効量を投与することを含む、被験者
において免疫系を刺激するための組み合わせであって、前記腫瘍浸透剤は、ヒアルロニダ
ーゼポリペプチドであり、前記組み合わせ効果量が、前記腫瘍浸透剤が存在しないときと
比較して、前記細菌細胞による腫瘍浸透を増加させるのに効果的である、組み合わせ。
【請求項４】
　免疫応答が、抗がん免疫応答である、請求項３に記載の組み合わせ。
【請求項５】
　抗がん剤をさらに含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の組み合わせ。
【請求項６】
　細菌細胞、腫瘍浸透剤及び抗がん剤を含む、抗がん剤の腫瘍細胞への送達を促進するた
めの組み合わせであって、前記腫瘍細胞が、前記細菌細胞、前記腫瘍浸透剤及び前記抗が
ん剤に接触され、前記腫瘍浸透剤が、ヒアルロニダーゼポリペプチドであり、前記腫瘍浸
透剤は、前記腫瘍浸透剤が存在しないときと比較して、前記細菌細胞による腫瘍浸透を増
加させる有効量で存在する、組み合わせ。
【請求項７】
　抗がん剤が、小分子、核酸、ポリペプチド、及び、抗体からなる群から選択される、請
求項５又は６に記載の組み合わせ。
【請求項８】
　細菌細胞が、サルモネラ細菌細胞である、請求項１～６のいずれか一項に記載の組み合
わせ。
【請求項９】
　サルモネラ細菌細胞が、ＹＳ１６４６（ＡＴＣＣ＃２０２１６５）、ＲＥ８８、ＬＨ４
３０、ＳＬ７２０７、χ８４２９、χ８４３１、及び、χ８４６８からなる群から選択さ
れる、請求項８に記載の組み合わせ。
【請求項１０】
　細菌細胞が、アンチセンス核酸を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の組み合わ
せ。
【請求項１１】
　前記アンチセンス核酸が、免疫抑制標的を標的とする、請求項１０に記載の組み合わせ
。
【請求項１２】
　免疫抑制標的が、ＳＴＡＴ３、ＩＤＯ１、ＩＤＯ２、アルギナーゼ１、ｉＮＯＳ、ＣＴ
ＬＡ－４、ＴＧＦ－β、ＩＬ－１０、ｐＧＥ２、または、ＶＥＧＦである、請求項１１に
記載の組み合わせ。
【請求項１３】
　アンチセンス核酸が、配列番号３～３１からなる群から選択される、請求項１０に記載
の組み合わせ。
【請求項１４】
　サルモネラ細菌細胞、及び、ヒアルロニダーゼポリペプチドを含む組成物であって、前
記ヒアルロニダーゼポリペプチドは、前記ヒアルロニダーゼポリペプチドが存在しないと
きと比較して、前記細菌細胞による腫瘍浸透を増加させる有効量で存在する、組成物。
【請求項１５】
　サルモネラ細菌細胞が、ＹＳ１６４６（ＡＴＣＣ＃２０２１６５）、ＲＥ８８、ＬＨ４
３０、ＳＬ７２０７、χ８４２９、χ８４３１、及びχ８４６８からなる群から選択され
る、請求項１４に記載の組成物。
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【請求項１６】
　前記細菌細胞が、アンチセンス核酸を含む、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１７】
　アンチセンス核酸が、免疫抑制標的を標的とする、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記アンチセンス核酸が、配列番号３～３１からなる群から選択される、請求項１６に
記載の組成物。
【請求項１９】
　抗がん剤をさらに含む、請求項１４に記載の組成物。
【請求項２０】
　細菌細胞を含むがんの治療のための医薬組成物であって、前記医薬組成物は、腫瘍浸透
剤と組み合わせて投与され、前記腫瘍浸透剤が、ヒアルロニダーゼポリペプチドであり、
前記腫瘍浸透剤は、前記腫瘍浸透剤が存在しないときと比較して、前記細菌細胞による腫
瘍浸透を増加するのに有効な量で存在する、医薬組成物。
【請求項２１】
　細菌細胞を含む、被験者において免疫系を刺激するための医薬組成物であって、前記医
薬組成物は、腫瘍浸透剤と組み合わせて投与され、前記腫瘍浸透剤が、ヒアルロニダーゼ
ポリペプチドであり、前記腫瘍浸透剤は、前記腫瘍浸透剤が存在しないときと比較して、
前記細菌細胞による腫瘍浸透を増加するのに効果的な量で存在する、医薬組成物。
【請求項２２】
　細菌細胞を含む、抗がん剤の腫瘍細胞への送達を促進するための医薬組成物であって、
前記医薬組成物は、腫瘍浸透剤及び前記抗がん剤と組み合わせて投与され、前記腫瘍細胞
は、前記細菌細胞、前記腫瘍浸透剤及び前記抗がん剤に接触され、前記腫瘍浸透剤が、ヒ
アルロニダーゼポリペプチドであり、前記腫瘍透過剤は、前記腫瘍透過剤が存在しないと
きと比較して、前記細菌細胞による腫瘍浸透を増加させるのに有効な量で存在する、医薬
組成物。
【請求項２３】
　（ｉ）細菌細胞は、サルモネラ細菌細胞であり、（ｉｉ）免疫抑制標的はインドールア
ミン－２，３－ジオキシゲナーゼ（ＩＤＯ）である、請求項１０に記載の組み合わせ。
【請求項２４】
　（ｉ）細菌細胞は、サルモネラ細菌細胞であり、（ｉｉ）免疫抑制標的はインドールア
ミン－２，３－ジオキシゲナーゼ（ＩＤＯ）である、請求項１７に記載の組成物。
【請求項２５】
　（ｉ）細菌細胞は、サルモネラ細菌細胞であり、（ｉｉ）前記細菌細胞は、インドール
アミン－２，３－ジオキシゲナーゼ（ＩＤＯ）を標的とするアンチセンス核酸を含む、請
求項２０～２２のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　腫瘍浸透剤を含むがんの治療のための医薬組成物であって、前記医薬組成物は、細菌細
胞と組み合わせて投与され、前記腫瘍浸透剤が、ヒアルロニダーゼポリペプチドであり、
前記腫瘍浸透剤は、前記腫瘍浸透剤が存在しないときと比較して、前記細菌細胞による腫
瘍浸透を増加するのに有効な量で存在する、医薬組成物。
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